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▼
新
し
い
新
聞
を
目
指
し
創

刊
　

戦
後
間
も
な
い
昭
和
21
年
10

月
26
日
、
「
自
由
な
言
論
」

「
社
会
正
義
」

「
県
民
と
と
も

に
」
の
理
念
の

も
と
新
し
い
新

聞
を
目
指
し
、

創
業
者
・
今
西

丈
司
は
「
奈
良
新
聞
」
の
前
身

で
あ
る
「
大
和
タ
イ
ム
ス
」
を

創
刊
し
ま
し
た
。
正
確
、
機
敏

な
報
道
が
評
価
さ
れ
、
県
民
の

信
用
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
方
で
創
刊
以
来
、
社
屋

の
全
焼
や
新
し
い
資
材
の
導
入

な
ど
、
資
金
面
で
は
多
く
の
苦

難
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
「
奈

良
県
民
、
そ
し
て
地
域
社
会
の

発
展
の
た
め
に
優
れ
た
地
方
紙

に
な
る
」
と
の
信
念
を
持
ち
、

今
日
ま
で
休
刊
せ
ず
に
発
行
を

継
続
で
き
た
の
は
、
読
者
、
地

域
の
皆
様
の
ご
支
援
の
お
陰
と

大
変
有
り
難
く
、
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

▼
地
域
と
と
も
に
発
展

　

苦
難
の
時
代
か
ら
再
建
へ
向

け
、
当
社
は
発
行
部
数
の
増

加
、
「
な
ら
リ
ビ
ン
グ
」
の
創

刊
、
大
仏
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開

催
な
ど
多
彩
な
企
画
、
事
業
で

創
意
を
結
集
し
、
経
営
基
盤
を

固
め
て
き
ま
し
た
。
わ
か
く
さ

国
体
、
な
ら
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

博
で
は
県
内
が
活
気
づ
き
、
当

社
も
奈
良
の
発
展
と
と
も
に
き

め
細
か
く
、
個
性
と
地
方
の
薫

り
に
溢
れ
た
紙
面
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
県
紙
と
し
て
の
地
歩

を
築
き
ま
し
た
。

▼
報
道
機
関
と
し
て
の
使
命

　

近
年
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の

普
及
で
、
紙
媒
体
は
速
報
性
で

は
優
位
に
立
て
ず
、
販
売
部
数

が
減
少
し
、
今
後
の
見
通
し
も

極
め
て
厳
し
い
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
一
方
で
、
報
道
機
関

と
し
て
は
依
然
高
い
信
頼
度
を

保
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
私
た

ち
は
創
刊
の
原
点
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
今
後
も
地
域
に
根
差

し
、
地
域
を
支
え
る
べ
く
、
奈

良
の
情
報
、
多
様
な
人
財
を
発

信
し
、
そ
の
使
命
、
役
割
を
果

た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
地
域
情
報
の
産
業
化
を
目

指
し

　

今
後
、
新
聞
社
が
存
続
し
て

い
く
た
め
に
は
、
購
読
、
広

告
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
収
益
に

繋
が
る
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の

創
造
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
２
年
前
に
私
が
社
長
に
就

任
し
て
以
来
、
様
々
な
社
内
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
75
年
を
節
に
、
当
社
で
は

紙
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
媒
体
を

主
力
と
す
る
「
奈
良
新
聞
Ｄ

Ｘ
」
を
新
た
に
始
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

媒
体
の
特
色
を
活
か

し
、
デ
ジ
タ
ル
で
は

ス
ピ
ー
ド
感
と
記
事

の
深
度
を
重
視
し
、

紙
で
は
県
内
を
網
羅

し
つ
つ
よ
り
洗
練
し

た
情
報
を
発
信
し
ま

す
。

　

今
後
も
地
域
に
密

着
し
、
良
質
で
有
益

な
情
報
を
提
供
し
て

い
け
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
奈
良
新

聞
を
ご
愛
顧
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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大
和
タ
イ
ム
ス
か
ら
奈
良
新
聞

へ
、
県
民
と
と
も
に
歩
ん
だ
75
年

▼
社
会
資
本
整
備
に
支
え
ら

れ
発
展

　

昭
和
46
年
11
月
１
日
に
始

ま
り
、
今
年
で
市
制
50
周
年
を

迎
え
ま
す
。
当
市
は
緑
豊
か
な

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
大
都
市

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
好
で
、
関

西
を
代
表
す
る
住
宅
都
市
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

発
展
の
核
を
な
す
の
は
、
鉄
道

網
と
道
路
網
の
利
便
性
に
あ
り

ま
す
。
当
市
の
発
展
を
長
く
支

え
て
き
た
近
鉄
奈
良
線
に
加

え
、
平
成
18
年
の
近
鉄
け
い
は

ん
な
線
開
業
、
同
21
年
に
は
近

鉄
奈
良
線
と
阪
神
な
ん
ば
線
の

直
通
運
転
も
始
ま
り
ま
し
た
。

道
路
網
で
は
、
同
８
年
に
悲
願

で
あ
っ
た
第
二
阪
奈
道
路
の
ト

ン
ネ
ル
開
通
に
よ
り
、
大
阪
、

そ
の
先
の
兵
庫
、
和
歌
山
な
ど

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
大
き
く
向
上

し
ま
し
た
。

▼
関
西
を
代
表
す
る
住
宅
都

市
へ

　

社
会
・
教
育
施
設
の
整
備
も

急
ピ
ッ
チ
で
進
み
ま
し
た
。
小

中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
を

は
じ
め
図
書
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

生
駒
市
長

小
紫
　
雅
史

多様な施策で市民に愛されるまちづくり
ィ
セ
ン
タ
ー
、
公
園
も
整
備
さ

れ
、
市
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
を

実
現
し
ま
し
た
。
市
制
20
周
年

に
は
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学

院
大
学
が
開
学
し
、
世
界
中
か

ら
多
く
の
専
門
家
が
結
集
す
る

知
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
駒
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
、
近
畿
大
学
奈
良
病
院
、

生
駒
市
立
病
院
の
開
設
で
、
医

療
体
制
も
大
き
く
進
展
し
ま
し

た
。

　

社
会
資
本
整
備
に
尽
力
さ

れ
、
こ
の
50
年
を
支
え
て
く
れ

た
先
人
、
地
域
の
皆
様
の
お
力

が
あ
り
、
今
日
の
発
展
に
至
り

ま
し
た
。

▼
市
民
、
事
業
経
営
者
へ
手

厚
い
支
援

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
独
自

の
支
援
策
で
は
、
水
道
基
本
料

金
２
か
月
無
料
、
妊
婦
１
人
５

万
円
の
給
付
を
実
施
。
各
店
舗

の
サ
ー
ビ
ス
を
消
費
者
が
先
払

い
し
、
事
業
継
続
を
応
援
す
る

「
さ
き
め
し
い
こ
ま
」
は
、
約

１
．
１
億
円
の
経
済
効
果
を
生

ん
で
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
感
染

患
者
の
搬
送
専
属
隊
、
ふ
る
さ

と
生
駒
応
援
寄
附
を
活
用
し
た

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
式
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
セ
ン
タ
ー
、
病
院
施
設
の

感
染
防
止
工
事
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
、

市
役
所
が
一
丸
と
な
り
65
歳
以

上
で
95
％
、
12
歳
以
上
の
接

種
率
も
80
％
を
超
え
、
円
滑
な

接
種
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

▼
市
民
に
愛
さ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を

　

今
後
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
十

分
に
行
い
な
が
ら
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
再
起
動
し
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
テ
レ
ワ
ー
ク

で
自
宅
に
い
る
現
役
世
代
な
ど

新
し
い
メ
ン
バ
ー
や
活
動
手
法

も
組
み
入
れ
、
ま
た
事
業
者
、

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大

学
な
ど
の
各
研
究
機
関
と
も
連

携
を
深
め
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

を
「
超
回
復
」
し
て
い
き
ま

す
。

　

当
市
は
、
住
み
続
け
た
い
市

民
の
割
合
（
定
住
意
向
率
）

88
・
９
％
と
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
を
誇
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

学
研
高
山
地
区
第
２
工
区
の
一

部
研
究
施
設
を
含
む
工
業
団
地

や
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

再
生
、
駅
周
辺
地
域

の
活
性
化
や
再
開
発

な
ど
、
緑
地
を
残
し

つ
つ
必
要
な
場
や
空

間
づ
く
り
の
整
備
を

進
め
、
市
民
に
愛
さ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
生
駒

市
の
発
展
へ
の
ご
支

援
・
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま

す
。

大阪市内と奈良市内を最短で結ぶ第二阪奈道路
の開通で利便性は大きく向上した

地
域
に
密
着
し
た
良
質
な
報
道
を

奈
良
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

田
中
　
篤
則

▼
経
営
危
機
を
乗
り
越
え

　

昭
和
45
年
に
兄
弟
で
創
業

し
、
同
47
年
に
設
立
し
ま
し

た
。
当
初
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
で
重
機
の
燃
料
も
入
手
で
き

ず
、
経
営
危
機
に
陥
り
ま
し

た
。
そ
の
頃
は
、
一
睡
も
せ
ず

に
死
に
も
の
ぐ
る
い
で
資
金
繰

り
や
得
意
先
へ
の
営
業
に
駆
け

回
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
困
難

を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
、
資

金
面
を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た

友
人
、
田
畑
を
担
保
に
実
印
を

預
け
て
く
れ
た
父
、
早
朝
か
ら

夜
遅
く
ま
で
仕
事
に
精
励
し
て

く
れ
た
社
員
な
ど
お
客
様
や
地

域
の
皆
様
の
支
え
の
お
陰
で
あ

り
、
身
を
持
っ
て
信
頼
関
係
の

有
り
難
さ
と
大
切
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

▼
確
か
な
経
営
基
盤
を
築
く

　

そ
の
後
、
白
浜
の
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
や
ゴ
ル
フ

場
、
生
駒
ト
ン
ネ
ル
、
近
鉄
不

動
産
の
造
成
、
Ｕ
Ｒ
、
第
二
阪

奈
道
路
、
奈
良
先
端
科
学
技
術

大
学
院
大
学
、
近
畿
日
本
鉄

道
、
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
や
阪
神

高
速
な
ど
の
工
事
に
下
請
け
と

上
武
建
設
グ
ル
ー
プ

創
業
者

上
武
　
勝
宣

初心と感謝忘れず、地域を支え
し
て
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
の

頃
、
借
入
金
の
返
済
も
終
え
、

会
社
に
も
明
る
い
兆
し
が
見
え

始
め
ま
し
た
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
の
辛
い
経
験
か
ら
、
不
動
産

な
ど
の
運
用
に
は
一
切
走
ら

ず
、
愚
直
に
重
機
土
工
事
だ
け

に
専
念
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

結
果
的
に
、
バ
ブ
ル
崩
壊
時

に
は
取
引
先
か
ら
の
信
用
、

評
価
を
得
る
に
繋
が
り
ま
し

た
。▼

感
謝
を
胸
に
地
元
、
関
西

を
支
え
る

　

当
社
は
、
関
西
に
重
点
を
置

き
、
得
意
先
の
要
望
に
対
し
素

早
い
決
断
、
対
応
が
で
き
る
こ

と
を
強
み
と
考
え
、
平
成
７
年

に
私
た
ち
創
業
者
兄
弟
の
出
身

地
で
あ
る
生
駒
市
に
新
社
屋
を

竣
工
し
ま
し
た
。
同
15
年
に
は

事
業
強
化
を
は
か
り
、
同
市
に

重
機
土
工
事
を
主
と
す
る
事
業

を
、
大
阪
に
は
重
機
レ
ン
タ
ル

を
主
と
し
た
事

業
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

　

同
20
年
、
私

の
兄
で
あ
る
先

代
社
長
が
病
気

で
他
界
し
ま
し

た
。
追
い
打
ち

を
か
け
る
よ
う

に
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
で
当
社

も
４
年
ほ
ど
厳

し
い
状
況
が
続

き
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
得
意

先
や
金
融
機

関
、
メ
ー
カ

ー
、
協
力
会
社

の
皆
様
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
、

何
と
か
安
定
し
た
経
営
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
地
域
の
発
展
に
尽
く
す
強

い
信
念

　

来
年
４
月
に
は
設
立
50
周
年

を
迎
え
ま
す
。
10
年
を
節
に
考

え
、
経
営
者
が
先
頭
に
立
ち
、

全
社
一
丸
で
あ
ら
ゆ
る
困
難
に

打
ち
勝
つ
覚
悟
を
持
ち
、
進
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
私

の
経
営
方
針
は
「
初
心
を
忘
れ

ず　

地
域
と
お
客
様
を
大
切
に

し　

目
配
り
、
気
配
り
を
し
て

　

足
元
を
固
め　

地
に
足
を
つ

け
て　

大
き
く
未
来
に
は
ば
た

く
」
。
幾
度
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
き
た
か
ら
こ
そ
感
じ
る
の

は
、
「
皆
様
の
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
の
上
武
建
設
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
決
し
て
感
謝

と
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

今
後
も
当
社
は
地
域
の
発
展
に

役
立
つ
よ
う
、
社
員
一
同
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
春
、
上
武
建
設
に
入
社
し
た
新
入
社
員

6
名
と
上
武
会
長(

＝
中
央)

ら
。
上
武
会

長
の
経
営
方
針
の
も
と
、
同
社
、
そ
し
て

地
域
を
担
う
人
財
を
育
成
す
る

歴史を創り、次代へ発展
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